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度 、 お よ び 肝 臓 、 視 床 下 部 、 大 脳 皮 質 に お け る ケ ト ン 体 合 成 酵 素
（3-hydroxy-3-methylglutaryl-Coenzyme A synthase 2，Hmgcs2）の mRNA
発現量を測定した。 





数の低下は、KO マウスの方が WT マウスよりも顕著に認められた。また、KO
マウスは WT マウスと比較して、絶食条件下の血中ケトン体濃度や肝臓および
視床下部における Hmgcs2 の mRNA 発現において低値を示した。 
 これらの結果から、PPARα は、絶食などのエネルギー供給が不足した際、お
そらくケトン体を介して、覚醒状態および自発運動の維持に重要な役割を果た
すことが示唆された。本研究により、絶食時におけるエネルギー代謝と睡眠 /
覚醒調節の相互作用メカニズムの一端が明らかになった。 
 


